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介護だより
か い ご

「 会津彼岸獅子 / 天寧獅子保存会 」

福太郎介護タクシー

申込、問合せ TEL0242-85-7031 （予約制）

お出かけの
お手伝いします

・通院・買物・その他お出かけの際にお気軽にご相談下さい
（ドライバーがお買物に同行致します）

俳

句

あ
い
づ
方
部
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス

妙

子

鶴
亀
を
舞
う
て
気
を
入
る
能
始
めは

る
え

美
代
子

和

代

二
三
子

捷

子

お
名
前
は
？
さ
と
う
り
ん
デ
チ
ュ
お
年
玉

庭
で
見
る
鴉
も
今
日
は
初
鴉

新
し
き
星
家
を
守
る
ぞ
初
日
の
出ス

ミ
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
明
る
き
君
に
四
方
の
春

初
鶏
の
給
餌
に
歩
む
雪
二
尺

盆
栽
の
梅
の
一
輪
年
の
花

新
玉
の
日
捲
り
分
厚
く
下
が
り
お
り

け
い
子

インフルエンザの基礎知識を学ぼう

＜インフルエンザとは＞ インフルエンザウイルスを病原体とする急性の呼吸器感染

症で、毎年世界中で流行が見られています。日本での流行は例年11月下旬から12月上旬に
かけて始まり、1月下旬から2月上旬にピークを迎え、3月頃まで続きます。

＜症状は＞ インフルエンザは、1～4日間の潜伏期間を経て、突然に発熱（38℃以上の

高熱）、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛、関節痛などが出現し、鼻水、咳などの呼吸器症状が
これに続きます。通常は1週間前後の経過で軽快するが「風邪」と比べて全身症状が強い
のが特徴です。

そこで毎日できる予防方法の紹介

・基本は毎日の手洗いとうがい…手は普段いろいろな物に触れる機会が多く、手か

ら口、鼻、目、皮膚、性器等あらゆるところに再び触れることで病原体を媒介しやすいた
め、手洗いは非常に大切です。
うがいはインフルエンザウイルスを洗い流すため、力を弱めるため、口の中を清潔にし、
湿りけをあたえるために大切です。1日数回（外出後、食後、のどに不快感がある時）
水道水でガラガラうがいを15秒3回繰り返すと効果的です。

ワンポイント…手を洗い終わったら、清潔なタオル等で水分を十分拭き取ることが
大切です。何故？インフルエンザは湿ったところが好きなので、濡れた手でドア等を触れ
ると、もしウイルスがドアについていたら、ドアから簡単についてしまいます。又、濡れ
ていたり汚れているタオルには、インフルエンザウイルスや、他のばい菌がついているか
もしれないので使用しない。

・マスクの必要性…インフルエンザウイルスが侵入しやすい口や鼻にバリア（マスク

で）を作るためです。

「

昭
和
一
ケ
タ
の
想
い
出

②

」

昭
和
始
め
頃
の
小
農
家
に
生

れ
た
子
供
達
は
似
た
り
よ
っ
た

り
の
貧
相
生
活
で
、
小
さ
い
時

は
木
綿
の
着
物
で
藁
で
作
っ
た

足
だ
か
（
足
中
）
か
草
履
で
下

駄
と
か
は
、
お
祭
り
に
買
っ
て

も
ら
え
た
ら
い
い
方
で
、
ズ
ッ

ク
や
靴
を
は
け
た
の
は
、
小
学

校
に
上
っ
て
か
ら
位
で
、
兄
弟
、

姉
妹
、
何
で
も
順
ぐ
り
に
お
下

が
り
で
ガ
マ
ン
で
し
た
。

小
さ
な
村
で
し
た
が
、
昔
は

子
供
の
数
は
多
く
、
屯
所
と
云

小
学
生
頃
の
服
装
は
、
木
綿
か

モ
ー
カ
型
の
着
物
に
紋
平
で
夏

に
な
っ
て
簡
単
服
（
ワ
ン
ピ
ー

ス
）
位
で
し
た
。
六
年
生
に
な

る
と
春
の
遠
足
が
柳
津
の
福
満

虚
空
蔵
尊
様
へ
十
三
歳
詣
り
と

決
っ
て
ま
し
た
の
で
、
こ
の
時

初
め
て
私
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
着

せ
て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

昭
和
十
五
年
、
こ
の
年
は
紀

元
二
千
六
百
年
と
あ
っ
て
、
全

国
で
祝
典
行
事
が
あ
り
、
学
校

で
も
式
典
が
行
わ
れ
何
事
も
な

く
過
ぎ
て
ま
し
た
が
昭
和
十
六

年
の
十
二
月
八
日
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
、
日
本
軍
に
よ
る
、
ハ
ワ

イ
真
珠
湾
攻
撃
を
し
か
け
た
事

か
ら
大
東
亜
戦
争
へ
と
進
む
こ

と
に
・
・
・

翌
十
七
年
国
民
学
校
初
等
科

卒
業
間
近
考
え
も
し
な
か
っ
た

県
立
喜
多
方
高
等
女
学
校
へ
と

本
家
の
伯
父
さ
ん
が
勧
め
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
伯
父

が
若
い
時
、
仕
事
で
渡
米
し
た

留
守
を
父
が
預
か
り
守
っ
て
た

事
へ
の
お
返
し
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
私
に
は
す
で
に
八
才
上

の
兄
が
喜
多
方
中
学
校
を
経
て
、

当
時
の
情
勢
か
ら
、
広
島
県
の

江
田
島
海
軍
兵
学
校
に
入
校
し

て
て
、
兄
は
特
別
だ
か
ら
援
助

し
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
ま
し

た
の
で
、
学
校
で
担
任
の
先
生

か
ら
「
今
日
か
ら
試
験
勉
強
に

残
り
な
さ
い
」
と
云
わ
れ
て
驚

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
週

間
後
に
入
試
。
当
時
は
筆
記
試

験
は
な
く
口
答
試
験
で
、
聞
か

れ
る
と
頭
は
真
白
、
何
を
答
え

た
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ダ
メ
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
何
と
か
合
格
し
て

ま
し
た
。
学
校
通
学
に
は
当
時

バ
ス
も
な
く
町
へ
出
る
に
は
殆

ど
歩
き
で
し
た
が
、
小
さ
い
村

で
も
三
年
先
輩
一
人
と
本
家
の

姉
同
様
の
二
年
先
輩
が
自
転
車

で
通
学
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

何
と
か
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら

い
入
学
迄
一
生
懸
命
練
習
し
て
、

一
緒
の
自
転
車
通
学
と
な
り
ま

し
た
。

朝
の
出
発
、
三
年
大
先
輩
を

先
頭
に
本
家
の
二
年
先
輩
が
サ

ッ
と
続
き
、
そ
の
後
ハ
ン
ド
ル

に
し
っ
か
り
と
し
が
み
つ
い
た

私
の
危
な
か
っ
し
い
姿
が
熊
倉

か
ら
の
歩
行
通
学
の
人
達
の
目

に
つ
い
て
「
オ
ハ
ヨ
ウ
」
の
後

に
、
は
や
さ
れ
、
ひ
や
か
さ
れ

の
声
が
イ
ヤ
で
な
く
む
し
ろ
嬉

し
か
っ
た
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

む
と
う

う
火
の
見
櫓
の
あ
る
、
村
の
中

心
に
行
け
ば
、
誰
か
が
い
て
遊

び
に
な
り
、
毎
日
子
供
の
声
の

聞
こ
え
な
い
日
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

友
達
同
士
の
家
を
、
行
っ
た

り
来
た
り
、
親
達
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
ヘ
イ
ホ
ー
（
お
手
玉
）

ギ
ヤ
マ
（
オ
ハ
ジ
キ
）
一
寸
バ

ネ
、
カ
ッ
チ
ン
玉
、
あ
る
物
で

遊
ん
で
ま
し
た
。
作
業
小
屋
で

は
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
ブ
ラ
ン
コ

で
積
ん
で
あ
る
藁
を
く
ず
し
た

り
散
ら
か
し
た

り
で
し
た
が
、

怒
ら
れ
ど
な
ら

れ
た
り
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。
何
年
か
前

当
時
の
友
達
と

こ
の
話
で
「
ホ

ン
ト
に
怒
ら
れ

な
い
で
よ
く
遊

ん
だ
よ
ナ
」
と

笑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
昔
の

大
人
は
、
自
分

家
の
子
も
、
よ

そ
の
家
の
子
も

同
じ
様
に
見
て

く
れ
て
た
様
に

思
い
ま
す
。

あ
し
す
と
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

優

勝

！

先
月
2

月
11

日
行
わ
れ
た
、
あ
し
す

と
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
へ
当
社
の
社
員
4

名
が
参
加
し
、
有
終
の
美
を
飾
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
個
人
成
績
で
も
、

1

位
・
板
橋
、
2

位
・
鈴
木
が
収
め
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
！

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.tmyun.com/mid/yun_2241.jpg&imgrefurl=http://www.yunphoto.net/jp/photobase/yp2241.html&docid=Bkpuytg6FzumgM&tbnid=PNwvuMNnA6fSpM:&vet=1&w=1024&h=681&hl=ja&bih=715&biw=1113&ved=0ahUKEwj9k5j8xZfgAhVQ7WEKHQsXBVsQMwhJKAswCw&iact=c&ictx=1


〒965-0080

車のことなら何でもおまかせください

有限会社 大島ボディ
福島県会津若松市神指町橋本５９番地

ＴＥＬ0242-24-7585 ＦＡＸ0242-32-0775

厚生省生衛第134号

全国介護環境整備協同組合

株式会社 アンミン
〒992-1125

山形県米沢市万世町片子5152

ＴＥＬ0238-21-4340
ＦＡＸ0238-24-0166

作 「野邉 学」

俳

句

北
山
白
百
合
俳
句
会

短

歌

武
藤

敏
子

佐
藤

信
子

踏
み
場
な
き
玩
具
だ
ら
け
の
冬
座
敷

阿
久
津

カ
ネ
イ

木
立
は
今
朝
も
雪
の
花
凍
っ
た
道

黒
々
ひ
か
り
春
隣
い
つ
の
日
く
る
の

窓
に
見
る
月
の
淡
き
に
カ
ー
テ
ン
を

く
り
て
眺
め
る
明
け
方
近
く

小
林

深
雪

白
銀
の
稜
線
金
や
朱
に
染
め

沈
み
行
く
陽
に
後
追
ふ
鳥
の
か
げ

小
林

千
恵

寒
星
の
き
ら
り
き
ら
り
と
会
話
し
て

体
調
の
管
理
が
仕
事
冬
う
ら
ら

中
川

幸
恵

俳

句 鈴
木

隆
一
郎

ド
ク
タ
ー
に
心
音
よ
し
と
福
寿
草

作 「渡邉 鶴子」

燃料油のご用命は当社にまかせください！

株式会社 栗林商店

JXTGエネルギー(株)特約店

代表取締役社長 栗林 陽志
〒965-0042 会津若松市大町二丁目５－８

TEL ０２４２－２２－３９３０ FAX 0242-22-2335

坂
内

久
美
子

逸
れ
し
か
白
鳥
一
羽
か
お
か
お
と

啼
き
て
飛
び
ゆ
く
鈍
色
の
空

五
ノ
井

星
子

立
春
は
過
ぎ
し
も
寒
き
雪
の
朝

熱
き
茶
を
飲
み
体
温
め
り

雪
囲
ひ
解
け
ば
つ
ば
き
の
緑
濃
く

あ
ま
た
蕾
を
つ
け
て
陽
に
映
ゆ

鈴
木

キ
ミ
コ

川
島

英
雄

川

柳

蝋
梅
や
冬
の
こ
も
れ
日
浮
寝
島

Ｙ

子

松

み
ど
り

縄
跳
び
の
大
波
小
波
日
の
傾
く

風
邪
に
幕
降
り
る
と
や
っ
て
く
る
花
粉

年
金
の
仕
付
け
の
糸
が
細
く
な
る

獅
子
舞
の
囃
子
待
っ
て
る
佛
様

雪
吊
り
を
外
す
と
樹
木
も
深
呼
吸

絵てがみ

匿

名

立
春
か
鏡
に
う
つ
る
我
が
姿

一
枚
脱
に
て
施
設
に
向
か
う

繋
ぐ
掌
の
感
情
線
が
炎
え
て
く
る

前
月
号
か
ら
続
く

佐
藤

一
男

「

会
津
藩
・
皇
師
き
た
ら…

（
戊
辰
戦
争
）
」

♦

皇
師
き
た
ら…

会
津
の
は
や
り
唄

会
津
藩
は
す
で
に
三
月
十

五
日
に
山
川
大
蔵
の
砲
兵
隊

を
南
の
日
光
口
に
派
兵
し
、

領
外
の
今
市
付
近
の
集
落
に

隠
し
て
関
東
平
野
に
進
出
す

る
機
会
を
狙
っ
て
い
た
。
藩

士
た
ち
の
名
を
変
え
て
い
た

の
は
嘆
願
運
動
に
影
響
す
る

こ
と
を
恐
れ
、
四
月
二
十
二

日
に
大
鳥
圭
介
が
ひ
き
い
る

旧
幕
の
脱
走
兵
を
助
け
て
宇

都
宮
に
近
い
安
塚
の
戦
い
に

参
加
し
た
と
き
か
ら
、
正
式

に
官
軍
と
交
戦
状
態
に
入
っ

た
。慶

応
四
年
の
旧
暦
で
い
う

閏
四
月
二
十
日
に
白
河
口
で

総
督
府
参
謀
世
良
修
蔵
を
暗

山川大蔵氏

殺
す
る
前
に
先
手
を
う
っ
て

領
外
に
兵
を
出
し
白
河
城
を

占
領
し
た
。
西
の
越
後
口
で

は
会
津
藩
の
預
か
り
地
で
あ

る
酒
屋
や
水
原
、
小
田
島
の

殺
す
る
前
に
先
手
を
う
っ
て

領
外
に
兵
を
出
し
白
河
城
を

占
領
し
た
。
西
の
越
後
口
で

は
会
津
藩
の
預
か
り
地
で
あ

る
酒
屋
や
水
原
、
小
田
島
の

陣
屋
に
出
兵
し
て
警
備
に
あ

た
っ
て
い
た
が
、
二
十
四
日

官
軍
の
進
攻
を
防
ご
う
と
し

て
三
国
峠
に
兵
を
進
め
た
。

北
の
米
沢
口
は
米
沢
藩
と
同

盟
し
て
お
り
安
心
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
官
軍
に
攻
め
ら
れ

ず
に
国
境
の
外
で
官
軍
を
迎

え
撃
つ
会
津
の
積
極
戦
に
会

津
武
士
の
負
け
じ
魂
が
見
ら

れ
た
。
だ
が
、
武
器
や
兵
力

も
劣
っ
て
お
り
官
軍
の
組
織

的
な
攻
撃
を
支
え
ら
れ
ず
退

却
し
た
。
だ
が
、
国
境
の
向

こ
う
で
会
津
軍
本
営
で
は
必

勝
を
信
じ
て
気
勢
を
あ
げ
て

い
た
。

次
月
号
に
続
く

会津藩

家紋

「

日
橋
川
の
流
れ

」

こ
こ
で
川
の
名
称
に
つ
い
て
触

れ
る
と
、
五
つ
の
小
名
が
あ
り
。

戸
ノ
口
村
の
辺
を
戸
ノ
口
川
、

大
寺
村
の
辺
に
至
り
日
橋
川
と

云
、
赤
枝
よ
り
下
を
堂
島
川
と

呼
ば
れ
た
。
（
会
津
風
土
記
）

大
寺
村
と
八
田
野
村
の
間
に
架

け
ら
れ
た
橋
の
名
前
に
つ
い
て

は
、
下
流
の
磐
梯
町
落
合
村
に

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
新
し

い
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
こ
の
橋

を
新
橋
と
名
付
け
た
の
で
上
流

の
大
寺
に
架
け
ら
れ
て
い
た

「
新
橋
」
は
「
日
橋
」
と
改
め

ら
れ
た
。
（
家
政
実
記
・
落
合

村
鈴
木
家
文
書
）
溯
っ
て
戸

の
口
十
六
橋
よ
り
下
流
の
史
跡

を
調
査
す
る
に
、
左
岸
に
戸
ノ

口
堰
の
取
り
入
れ
口
が
あ
り
、

右
岸
に
布
藤
堰
の
取
り
入
れ
口

前
月
号
か
ら
続
く

「十六橋水門」

が
あ
る
。
戸
ノ

口
堰
に
つ
い
て

は
、
八
田
野
村

の
肝
煎
、
内
蔵

之
助
が
元
和
九

年
（
一
六
二
三

）
当
時
の
会
津

藩
主
蒲
生
忠
郷

公
に
進
言
し
認

め
ら
れ
て
工
事

が
着
工
さ
れ
た
。
し
か
し
工
事

は
難
工
し
、
さ
ら
に
藩
の
財
政

難
を
理
由
に
二
年
で
工
事
が
中

止
さ
れ
た
。
し
か
し
内
蔵
之
助

は
こ
れ
を
嘆
き
、
自
費
を
投
じ

て
二
万
余
人
の
人
夫
を
使
用
し

て
工
事
を
再
開
し
た
。
し
か
し

自
力
の
財
源
に
は
限
界
が
あ
り
、

地
名
、
蟻
塚
の
地
点
で
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

藩
主
、
加
藤
明
成
公
に
な
り
、

寛
永
九
年
（
一
六
三
）
工
事
が

再
開
さ
れ
た
。
着
工
以
来
十
四

年
後
の
寛
永
十
三
年
（
一
六
三

九
）
八
田
野
村
ま
で
通
水
し
た
。

（
八
田
家
事
跡
）
右
岸
の
布
藤

堰
に
つ
い
て
は
、
宝
永
三
年
（

一
七
〇
六
）
十
六
橋
の
下
流
銚

子
の
口
よ
り
取
水
し
て
い
る
。

年
代
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
下
流
に
は
東

京
電
力
の
発
電
所
が
六
ヶ
所
設

置
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述

と
す
る
。
前
述
の
恵
日
寺
に
関

わ
る
日
橋
（
橋
名
）
の
隣
接
す

る
処
に
、
永
亨
元
年
（
一
四
二

九
）
大
寺
城
（
館
）
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
館
主
は
恵
日

寺
の
寺
侍
佐
瀬
河
内
守
で
あ
る
。

吉
田

幸
作

次
月
号
に
続
く

幸
せ
を
包
む
両
手
を
よ
く
洗
う

せ
せ
ら
ぎ
に
可
愛
い
初
毛
の
猫
柳ミ

エ
子


